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宣

命

の

助

詞

表

示

一

は

じ

め

に

宣
命
は
主
と
し
て
、
日
本
語
の
語
順
に
従
い
、
自
立
語
を
大
書
し
付
属
語
や

用
言
の
活
用
語
尾
を
万
葉
仮
名
で
小
書
き
す
る
、
い
わ
ゆ
る
宣
命
小
書
体
で
記

さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
小
稿
で
取
り
上
げ
る
助
詞
は
万
葉
仮
名
で
小
書
き
さ

れ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に

「五
国
史
」
に
収
め
ら
れ
た
宣
命

の
助
詞
を
見
て
み
る
と
、
漢
文
助
字
を
用
い
る
例
や
万
葉
仮
名
も
漢
文
助
字
も

用
い
ず
助
詞
を
読
み
添
え
る
例
が
あ
り
、
必
ず
し
も
全
て
の
助
詞
が
万
葉
仮
名

で
小
書
き
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

小
稿
で
は
、
こ
の
宣
命
の
助
詞
表
示
を
取
り
上
げ
、
万
葉
仮
名
で
小
書
き
さ

れ
て
い
る
も
の
の
他
、
助
詞
の
読
添
え
や
漢
文
助
字
に
よ
る
表
記
が
ど
の
よ
う

に
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
　
こ
れ
ま
で
の
研
究

宣
命
の
助
詞
の
読
添
え
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
考
察
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、

管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
は
、
自
藤
證
幸
氏
の
論
究
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
氏
は

倉
野
憲
司
氏
編

『続
日
本
紀
宣
命
只
岩
波
文
庫
）
に
つ
い
て
調
査
し
、
三
六
種

の
助
詞
の
表
記
例
と
読
添
え
例
の
数
値
を
上
げ
、

「訓
読
文
に
現
わ
れ
る
助
詞

の
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
小
字
の
万
葉
仮
名
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
只
漢
文

池

田

幸

助
字
を
含
め
る
と
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
い
う
報
告
を
さ
れ
た
。

使
用
頻
度
の
高
い
上
位
八
位
ま
で
の
助
詞
に
つ
い
て
、
氏
の
挙
げ
ら
れ
た
数

値
と
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
私
に
出
し
た
読
添
え
率
を
示
す
と
、
次
の
【表

一
】

の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
表
の

「表
記
例
」
は
万
葉
仮
名
表
記
の
例
と
漢
文
助

字
表
記
の
例
を
合
わ
せ
た
数
値
で
あ
り
、
読
添
え
率
の
高
い
助
詞
か
ら
示
し
て

い
る
。
【表
一】　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐れ
ぃ」ｒ
三「お
一
，ぁば」
マ
，も槍判
織

＼ 表記例 読添え例 読添え率

が

の 41.8

を 27.7

607 23_5

と

て

も

は

に
見
ら
れ
る
類
型
的
な
表
現
や
、

司
氏
の
訓
読
文
に
お
け
る
数
値
で
あ
り
、
奈

良
時
代
宣
命
が
作
ら
れ
た
当
時
、
助
詞
が
ど

の
程
度
読
み
添
え
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い

て
は
、
同
じ
奈
良
時
代
の
資
料
で
も
、
五
音

・
七
音
と
い
う
韻
律
を
持
つ
た
め
読
添
え
の

有
無
が
あ
る
程
度
確
定
で
き
る
万
葉
集
と
は

異
な
り
、
続
日
本
紀
宣
命
の
場
合
は
不
明
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

従
っ
て
、
小
稿
に
お
い
て
は
、
ど
の
部
分

に
助
詞
が
読
み
添
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
客

観
的
に
判
断
す
る
た
め
、
宣
命
の
冒
頭
な
ど

特
定
の
儀
式
に
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
る
定
型

恵



的
な
宣
命
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
助
詞
が
ど
の
よ
う
に
表
示
さ
れ
て

い
る
の
か
を
見
る
と
い
う
方
法
を
採
る
こ
と
と
す
る
。

〓
一　
続
日
本
紀
宣
命
の
区
分

『続
日
本
紀
只
続
紀
と
略
称
）
に
は
、
文
武
天
皇
の
即
位
宣
命
の
第

一
詔
か

ら
桓
武
天
皇
の
御
代
の
蝦
夷
征
伐
の
宣
命
ま
で
、
本
居
宣
長
の
数
え
方
に
よ
る

と
六
二
の
宣
命
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
淳
仁
天
皇
と
称
徳
天
皇
の

時
期
の
宣
命
に
は
、
他
の
時
期
の
宣
命
と
は
異
な
る
字
母
の
万
葉
仮
名
の
使
用

や
仏
典
に
基
づ
く
語
彙
の
使
用
な
ど
、
他
の
時
期
と
は
異
な
る
性
格
が
顕
著
に

認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
小
稿
に
お
い
て
も
、
続
日
本
紀
宣
命
を
淳
仁

・
称
徳
期
の
宣
命
と
そ
の
前
後
の
二
つ
に
分
類
し
、
次
に
示
す
よ
う
に
①
～
③

の
区
分
に
分
け
て
考
え
る
。

①
区
分
…
第

一
詔
～
第
二
六
詔

②
区
分
…
第
二
七
詔
～
第
四
七
詔

（淳
仁

。
称
徳
期
）

③
区
分
…
第
四
八
詔
～
第
六
二
詔

四
　
類
型
表
現
の
助
詞
表
示

こ
こ
で
は
、
多
く
の
宣
命
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
冒
頭
や
末
尾
の
類
型
的
な

表
現
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
助
詞
が
ど
の
よ
う
に
表
示
さ
れ
て
い
る

の
か
を
見
る
こ
と
と
す
る
。

Ａ
、
大
命
乎
衆
聞
食
Ｊ
旦

Ｂ
、
天
皇
我
大
命

天
皇
裁
詔
旨
勅
命
手
親
王
諸
王
諸
臣
百
官
人
等
天
下
公
民
衆
聞
食

（一
望
宣
随
法
ホ
可
有
岐
政
乱
之
貞
明
親
王
ゴ
立
而
皇
太
子
止
定
賜
布
故
此
之

状
悟
天
百
官
人
等
仕
奉
鳳
詔
天
皇

（が
）
勅
旨
子
衆
聞
食

（と
）
宣

（三
代

。
第

一
七
二
詔
）

ま
ず
Ａ
は
、
天
皇
か
ら
臣
下
へ
の
宣
命
で
あ
る
ノ
リ
タ
マ
フ
系
宣
命
の
冒
頭

や
末
尾

。
段
落
の
終
り
に
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
り
、
取
り
上
げ
る
助
詞
は

「を

。
と
」
の
二
種
で
あ
る
。
ま
た
Ｂ
は

「天
皇
が
大
命
」
と
い
う
表
現
の

「が
」

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の

「天
皇
が
大
命
」
の

「が
」
は
、
冒
頭
表
現
で
は

″天
皇
が
大
命
で
あ
る
と
し
て
宣
下
さ
れ
る
″
と
主
格
で
用
い
ら
れ
、
そ
れ
以

外
で
は

″天
皇
の
大
命
″
と
連
体
格
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
主
格
と
連
体
格
で

は
、
同
じ

「天
皇
が
大
命
」
で
あ
っ
て
も
助
詞
が
表
記
さ
れ
る
割
合
は
異
な
る

可
能
性
が
あ
り
、
両
者
を
分
け
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

用
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る

『日
本
三
代
実
録
』
第

一
七
二
詔
は
、
Ａ
の

「大

命
を
衆
聞
食
と
宣
」
は
冒
頭
と
末
尾
の
二
箇
所
に
見
ら
れ
る
が
、
二
箇
所
と
も

「を
し
の
み
が
表
記
さ
れ

「と
」
は
読
み
添
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
Ｂ
の

「天

皇
が
大
命
」
は
、
冒
頭
表
現
の
主
格
の

「が
」
は
表
記
さ
れ
、
末
尾
の
連
体
格

の
例
は
読
み
添
え
ら
れ
て
い
る
。

Ｃ
、
～
示
申
賜
止
申

天
皇
我
詔
旨
ホ
坐
掛
畏
支
神
功
皇
后
乃
御
陵
示
申
賜
止へ申
久
頃
者
在
肥
後
國
阿

蘇
郡
神
ス
池
無
故
涸
減
冊
丈
又
伊
豆
國
外
有
地
震
之
憂
乍
驚
問
求
蹴
早
疫

之
災
及
兵
事
可
有
止
卜
申

（後
略
）
（続
後

。
第
九

一
詔
）

Ｃ
は
、
天
皇
か
ら
神
社

・
山
陵
に
対
し
て
奏
上
す
る
宣
命
で
あ
る
、
マ
ヲ
ス

系
宣
命
の
冒
頭
に
見
ら
れ
る
表
現
で
、
格
助
詞

「
に
ｏ
と
」
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
右
に
挙
げ
た

『続
日
本
後
紀
』
第
九

一
詔
の
場
合
は

「
に
。
と
」
が
と
も

に
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
Ｃ
の
場
合
、
全
六
三
例
中

「と
」
は
全
て
の
宣
命

で
表
記
さ
れ
、
「
に
」
は

『日
本
三
代
実
録
』
第
二
三
四
詔
の
「松
尾
大
名
神
乃

廣
前

（に
）
申
端
申
」
の
一
例
を
除
き
全
て
表
記
さ
れ
て
い
る
。

Ｄ
、
天
皇
我
詔
旨
止
法
師
等
ホ
白
止
勅
大
命
子
白



天
皇
我
詔
旨
止
法
師
等
示
白
雌
倍
勅
大
命
手
白
大
法
師
園
明
乎
権
律
師
外
任
賜

事
乎
自
雌
倍
勅
大
命
乎
白

（文
徳

。
第

一
一
七
詔
）

Ｄ
は
僧
綱
宣
の
冒
頭
表
現
で
あ
り
、

「が

。
と

。
に
ｏ
を
」
の
四
種
の
助
詞

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
「が
」
は
主
格
で
あ
る
。
右
に
挙
げ
た
『日

本
文
徳
天
皇
実
録
』
第

一
一
七
詔
の
例
で
は
、
四
種
の
助
詞
が
全
て
表
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
Ｄ
は

「五
国
史
」
全
体
で
一
〇
例
存
す
る
が
、

「が
」
と

「と
し

に
一
例
ず
つ
読
添
え
例
が
あ
る
他
は
、
い
ず
れ
の
助
詞
も
表
記
さ
れ
て
い
る
。

【表
二
】
　
　
　
　
　
　
　
　
（↓

こ
れ
ら
Ａ
～
Ｄ
の
表
現
に
見
ら
れ
る

四
種
の
助
詞
の
表
示
の
あ
り
方
を
表
に

示
す
と

【表
二
】
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
主
格
の

「が
」
に
つ
い
て
は
、

『続
紀
』
と
そ
の
次
の

『日
本
後
紀
』

で
は
、
合
わ
せ
て
万
葉
仮
名
表
記
例
八

例

・
読
添
え
例
三
三
例
と
読
添
え
例
の

方
が
多
く
、
八
割
程
度
が
読
み
添
え
ら

れ
て
い
る
の
に
対
し
、
『続
日
本
後
紀
』

以
下
の
二
つ
の
国
史
で
は
、
表
記
例
の

方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た

「五
国

史
」
全
体
で
の
読
添
え
率
は
４５
・
８
％

に
上
っ
て
い
る
。

次
の
連
体
格
の

「が
」
は
、

『続
日

本
後
紀
』
で
万
葉
仮
名
表
記
例
六
例
に

対
し
読
添
え
例
四
例
と
表
記
例
の
方
が

多
い
他
は
、
い
ず
れ
の
国
史
で
も
読
添
え
例
の
方
が
多
い
。
特
に

『日
本
文
徳

天
皇
実
録
』
で
は
、
主
格
の

「が
」
は
表
記
し
連
体
格
の

「が
」
は
読
み
添
え

る
と
い
う
傾
向
が
強
く
見
え
る
。
こ
の
連
体
格
の

「が
こ
の
読
添
え
率
は

「五

国
史
」全
体
で
７８

。
９
％
に
上
っ
て
い
る
。
ま
た
、
読
添
え
例
の
多
い
「続
紀
』

の
中
で
も
、
②
区
分
の
み
は
主
格

・
連
体
格
と
も
に
万
葉
仮
名
表
記
例
の
方
が

多
く
な
っ
て
い
る
。

蜂
矢
宣
朗
氏
に
よ
る
万
葉
集
の
読
添
え
の
研
究
に
お
い
て
、
助
詞
の

「が
」

は
、
主
格
か
連
体
格
か
の
区
別
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
読
添
え
率
は
５２

・

３
％
に
上
り
、

「人
代
名
詞
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
語
の
下
に
読
添
へ
ら
れ

る
か
、
特
定
の
熟
合
語
を
成
立
さ
せ
る
場
合
に
読
添
へ
ら
れ
る
」
と
分
析
さ
れ

て
い
る
。
宣
命
の

「天
皇
が
」
の

「天
皇
」
は
人
称
代
名
詞
に
準
じ
る
語
で
あ

る
と
見
ら
れ
、
万
葉
集
の
読
添
え
例
か
ら
見
て
も

「が
」
の
読
添
え
が
か
な
り

高
い
割
合
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
納
得
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
蜂
矢
宣
朗
氏

「萬
葉
集
讀
添
訓
索
引
―
助
詞
の
部
、
上
―
」
と
正
宗

（
・２
）

敦
夫
氏
編

『万
葉
集
総
索
引
』
に
よ
り
、
万
葉
集
に
お
け
る
助
詞

「が
」
の
読

添
え
率
を
主
格
と
連
体
格
に
分
け
て
計
算
す
る
と
、
主
格
で
は
表
記
例
二
九
六

例
に
対
し
読
添
え
例
三
八
四
例
と
読
添
え
率
は
４９

。
２
％
に
な
り
、
連
体
格
で

は
表
記
例
五
四
九
例
に
対
し
読
添
え
例
六
六
七
例
と
読
添
え
率
５４
・
９
％
と
な

り
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
や
は
り
連
体
格
の
読
添
え
率
の
方
が
高
く
な
っ
て
い

２つ
。次
の

「を
」
は
、

『続
紀
』
で
は
万
葉
仮
名
表
記
例
八
五
例

。
読
添
え
例
三

五
例
と
読
添
え
例
が
か
な
り
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、

「四
国
史
」
で
は

一
一
五

例
対
四
例
と
、
ほ
ぼ
助
詞
が
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
読
添
え
率
を

見
て
み
る
と
、
「五
国
史
」
全
体
で
は
１６
・
３
％
と
万
葉
集
で
の
読
添
え
率
７

ｏ
９
％
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
が
、

「四
国
史
」
の
み
で
は
３

●
４
％
と

万
葉
集
を
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、

『続
紀
』
の
中
で
②
区
分
に
表
記
例
が
多

い
の
は

「が
」
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
が
、

「を
」
格
の
場
合
に
は
読
添
え
例

主  格 運体格
ガ ガ ヲ (を ト

，
し

続 紀 7 7 44
1区分 1 1 5
1区分 4 1 1 1

二′} 2 l

後 紀 1 l 1

続 後 1 1 0

文 徳 l 3 l 0

三  代 7 3 44 1

合  計 44 1



が
一
例
の
み
で
あ
り
、
②
区
分
で
は
助
詞
を
万
葉
仮
名
表
記
す
る
と
い
う
傾
向

が

「が
」
の
場
合
よ
り

一
層
明
確
に
現
れ
て
い
る
。

次
の

「と
し
も
、

『続
紀
』
で
は
万
葉
仮
名
表
記
例
五
五
例

。
読
添
え
例
六

五
例
と
読
添
え
例
が
か
な
り
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、

「四
国
史
」
で
は
一
八
六

例
対
六
例
と
ほ
ぼ
助
詞
が
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「を
」
格
と
同
様
の
変

遷
が
認
め
ら
れ
る
。
助
詞
の
読
添
え
率
も

「五
国
史
」
全
体
で
は
２２

・
８
％
と

万
葉
集
の
１２

・
６
％
を
上
回
る
も
の
の
、

「四
国
史
」
の
み
で
は
読
添
え
率
３

。
１
％
と
万
葉
集
よ
り
は
る
か
に
低
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「続
紀
』

の
中
で
②
区
分
の
み
万
葉
仮
名
表
記
例
が
多
い
の
も
、
他
の
助
詞
と
共
通
し
て

言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、

「と
」
は
上
に
動
詞
が
来
る
場
合
に
そ
の
動
詞
の
活
用
語
尾
が
万
葉

仮
名
で
小
書
き
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
読
添
え
に
は
な
り
得
ず
必
ず
表
記
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
Ａ
の

「衆
聞
食
」
の
後
は
表
記
例

一
五
九
例
中
二
一
例
、

Ｃ
の

「申
賜
」
の
後
は
六
三
例
中
五
九
例
、
Ｄ
の

「白
」
の
後
は
一
〇
例
全
て

が
万
葉
仮
名
で
小
書
き
さ
れ
た
活
用
語
尾
の
下
に
助
詞
の

「と
」
が
表
記
さ
れ

て
い
る
。
Ｃ

ｏ
Ｄ
の
表
現
に
お
い
て

「と
」
の
読
添
え
例
が
ご
く
少
数
し
か
見

ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
活
用
語
尾
か
ら
小
書
き
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

最
後
の

「
に
」
は
、
Ｃ

・
Ｄ
の
表
現
が

「四
国
史
」
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
た
め
、

「続
紀
』
か
ら
の
助
詞
表
示
の
変
遷
は
不
明
で
あ
る
が
、

『日

本
三
代
実
録
』
の
一
例
を
除
き
全
て
万
葉
仮
名
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

「
に
し
が
も
と
も
と
表
記
さ
れ
や
す
い
助
詞
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

万
葉
集
で
は

「
に
し
の
読
添
え
率
は
２．

．
５
％
と
高
い
こ
と
や
、
自
藤
氏
の
調

査
に
基
づ
く

『続
紀
』
で
の
読
添
え
率
が
２３

・
５
％
に
上
っ
て
い
た
こ
と
を
考

慮
に
入
れ
る
と
、
Ｃ

・
Ｄ
の
表
現
の
例
が
、
他
の
助
詞
で
読
添
え
例
の
多
い
『続

紀
』
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
に
、

「
に
」
の
読
添
え
例
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

五
　
定
型
的
な
宣
命
の
助
詞
表
示

第
四
節
で
見
て
き
た
宣
命
の
助
詞
表
示
の
傾
向
が
、
宣
命
冒
頭
な
ど
の
類
型

的
な
表
現
の
み
に
当
て
は
ま
る
こ
と
か
否
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
次
に

宣
命
の
本
文
部
分
に
お
い
て
助
詞
が
ど
の
よ
う
に
表
示
さ
れ
て
い
る
の
か
を
見

て
い
く
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
ど
の
部
分
に
助
詞
が
読
み
添
え
ら
れ
て
い
た
の

か
を
判
断
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、

「五
国
史
」
以
外
に
後
の
儀
式
書
等
に
宣

命
例
文
が
見
え
、
か
つ

「五
国
史
」
中
に
文
辞
の
重
な
る
宣
命
が
複
数
あ
っ
て

助
詞
表
示
の
変
遷
の
見
ら
れ
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
、
比
較
検
討
す
る
こ
と
と

す
る
。
ま
ず

「五
国
史
」
全
体
を
通
し
て
用
例
の
見
ら
れ
る
宣
命
に
立
太
子
の
宣
命

が
あ
る
。
取
り
上
げ
る
助
詞
は
、
次
の

『新
儀
式
』
の
例
で
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
し

て
い
る

「が
ｏ
を

ｏ
と
。
に
。
て
」
の
五
種

一
五

（冒
頭
の

「現
神
止
大
八
州

所
知
須
倭
根
子
」
の
文
辞
の
な
い
場
合
は
一
四
）
の
助
詞
で
あ
る
。

現
神
止
大
八
州
所
知
須
倭
根
子
天
皇
裁
詔
旨
銀
萬
勅
命
平
親
王
諸
王
諸
臣
百
官

人
等
天
下
公
民
衆
聞
食
Ｊ
旦
随
法
仁
可
有
岐
政
止
為
ョ
某
ゴ
エ
ュ
皇
太
子
止
定

賜
布
故
此
状
子
悟
ュ
仕
奉
覆
上
詔
布
天
皇

（が
）
勅
命
乎
衆
聞
食
Ｊ
旦

（新
儀

式

・
巻
五
）

こ
の
例
の
場
合
は
、
末
尾
の

「天
皇
が
大
命
」
の
連
体
格
の

「が
」
が
読
み

添
え
ら
れ
て
い
る
他
は
、　
一
四
の
助
詞
が
表
記
さ
れ
て
い
る
。

明
神

（と
）
大
八
州
所
知
須
和
根
子
天
皇

（が
）
詔
旨

（と
）
勅
命
乎
親

王
諸
王
諸
臣
百
官
人
等
天
下
公
民
衆
聞
食
Ｊ
旦
随
法
ホ
可
有
伎
政
弧
志
山
部

親
王
（を
）立
而
皇
太
子
止
定
賜
布
故
此
之
状
（を
）悟
天
百
官
人
等
仕
奉
吼



詔
天
皇

（が
）
勅
命
子
衆
聞
食

（と
）
宣

（後
略
Ｘ
続
紀

。
第
五
五
詔
）

こ
の
例
で
は

「立
て
て
」
の

「
て
」
は
万
葉
仮
名
で
は
な
く
漢
文
助
字
で
記

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
含
め
る
と
「を
Ｌ

一例

「と
Ｌ
一一例

「
に
」
一
例

「
て
し

二
例
の
合
計
八
例
が
表
記
さ
れ
、

（　
）
に
括
っ
て
示
し
た

「が
」
二
例

（主

格

・
連
体
格

一
例
ず
つ
）
「を
」
二
例

「と
」
三
例
の
合
計
七
例
の
助
詞
が
読

み
添
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お

『新
儀
式
』
な
ど
の
儀
式
書
に
見
ら
れ
る
立
太
子

宣
命
の
文
辞
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
宣
命
に
よ
っ
て
有
無
の
差
が
あ
る
た

め
、
小
稿
で
は
考
察
の
対
象
外
と
し
た
。

天
皇
我
詔
旨
厳
万
勅
御
命
乎
親
王
等
王
等
諸
臣
等
百
官
人
等
天
下
公
民
衆
聞

食
Ｊ
旦

（中
略
）
故
是
以
正
嗣
止
有
炉
恒
貞
親
王
子
皇
太
子
上
定
賜
布
故
此
之

状
乎
悟
天
百
官
乃
人
等
仕
奉
Ｊ
旦
布
天
皇
我
御
命
乎
衆
聞
食
Ｊ
旦

（続
後

。
第

七
七
詔
）

右
の
例
の
場
合
は

「随
法
に
～
の
親
王
を
立
て
て
皇
太
子
と
定
賜
ふ
」
の
部

分
が
「正
嗣
と
有
べ
き
恒
貞
親
王
を
皇
太
子
と
定
賜
ふ
」
と
な
っ
て
い
て
、
「五

国
史
」
の
他
の
立
太
子
宣
命
と
は
文
辞
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め

「随
法

に
」
翌
立
て
て
」
の

「
に
ｏ
て
し
の
助
詞
が

一
例
ず
つ
少
な
く
、
ま
た
冒
頭
に

「明
神
…
」
の
文
辞
を
持
た
な
い
た
め
、
考
察
対
象
と
な
る
の
は
一
二
の
助
詞

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
一
二
の
助
詞
が
全
て
表
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
立
太
子
宣
命
と
同
じ
よ
う
に
、
定
型
的
な
文
辞
が

「五
国
史
」
を
通
し

て
見
ら
れ
る
も
の
に
即
位
の
宣
命
が
あ
な
で
次
に
即
位
宣
命
の
中
で
も
特
に
文

辞
の
重
な
り
の
見
ら
れ
る
、
第
二
段
落
の
部
分
を
取
り
上
げ
る
。

（前
略
）
然
皇
止
定
天
天
下
治
賜
君
波
賢
人
乃
良
佐
乎
得
天
之
天
下
乎
波
平
久
安
久

治
賜
示
在
止
奈
牟
聞
行
須
故
是
以
大
命
坐
宣
久
朕
（は
）雖
拙
劣
親
王
等
乎
始
天

王
等
臣
等
乃
相
穴
奈
比
奉
利
相
扶
奉
牟
事
ホ
依
天
此
乃
仰
賜
比
授
賜
倍
留
食
國
乃
天

下
乃
政
波
平
久
安
久
奉
仕
鶴
絃
止
所
念
行
須

（後
略
Ｘ
朝
野
群
載

。
巻
第
十

一
一）

考
察
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
右
の

『朝
野
群
載
』
の
例
で
ゴ
チ
ッ
ク
で
示

し
た

一
八
の
助
詞
と

「朕
は
雖
拙
弱
」
の
読
添
え
の

「は
」
を
合
わ
せ
た

「と

。
て
。
は

。
の
。
を

ｏ
に
」
の
六
種

一
九
の
助
詞
で
あ
る
。
こ
の

「朕
は
雖
拙

弱
」
に
係
助
詞

「は
」
を
読
み
添
え
る
の
は
、

「続
紀
』
第

一
四
詔
の
孝
謙
天

皇
の
即
位
宣
命
に

「朕
者
拙
劣
雖
在
」
と

「は
」
の
漢
文
助
字
表
記
の
例
が
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の

「
の
」
の
う
ち
、
主
格
の
例
は

「王
臣
等
の
」
の
一
例
、
連
体
格
の
例
は
残
り
の
四
例
で
あ
る
。

（前
略
）然
皇
（と
）坐
底
天
下
治
賜
君
者
賢
人
乃
能
臣
子
得
４
天
下
乎
婆
平
久

安
久
治
物
示
在
娘
畦
止
聞
行
須
故
是
以
大
命
坐
宣
久
朕
（は
）雖
拙
弱
親
王
（を
）

始
低
王
臣
等
乃
相
穴
麟
奉
利
相
扶
奉
牟
事

（に
）
依
ａ
此
之
仰
賜
比
授
賜
夫
食

国

（の
）
天
下
之
政
者
平
久
安
久
仕
奉
結
蹴
止
所
念
行
須
（後
略
）
（続
紀

。

第
二
四
詔
）

こ
の

『続
紀
』
第
二
四
詔
で
は
一
四
の
助
詞
が
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

「は
」
は
表
記
さ
れ
て
い
る
二
例
と
も
が
漢
文
助
字

「者
」
字
の
例
で
あ
り
万

葉
仮
名
表
記
の
例
は
な
い
。
ま
た

「
の
」
は
、
主
格
の
一
例
は
万
葉
仮
名
表
記

さ
れ
て
い
る
が
、
連
体
格
の
四
例
は
、
万
葉
仮
名
表
記
例
が
二
例

・
漢
文
助
字

表
記
例
が
一
例

・
読
添
え
例
が

一
例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
助
詞
は
表

記
さ
れ
て
い
て
も
、
万
葉
仮
名
で
な
く
漢
文
助
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
も

あ
る
。
こ
れ
ら
漢
文
助
字
の
例
に
つ
い
て
は
後
に
あ
ら
た
め
て
ふ
れ
る
こ
と
と

す
る
。

立
太
子
宣
命
と
即
位
宣
命
で
の
助
詞
表
示
の
あ
り
方
を
表
に
示
す
と
次
の

【表
三
】
の
よ
う
に
な
る
。

「が

（主
格
）

。
を

ｏ
と
し
の
助
詞
は
、

『続
紀
』
で
は
読
添
え
例
が
多
い

の
に
対
し

「四
国
史
」
宣
命
で
万
葉
仮
名
表
記
例
が
多
く
な
り
、
連
体
格
の



「が
」
は
「五
国
史
」
を
通
し
て
読
添
え
例
が
多
い
と
い
う
傾
向
は
、
先
の
【表

二
】
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
た
め
省
略
し
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
以
外
の

「
に
ｏ

は
・
の
。
て
」
の
助
詞
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

「
に
し
は

「五
国
史
」
全
体
で
万
葉
仮
名
表
記
例

一
七
例

・
読
添
え
例
七
例

と
、
先
の

【表
二
】
で
は
読
添
え
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、

こ
こ
で
は
読
添
え
例
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
四
節
の
考
察
の
と
こ

ろ
で
、

「
に
」
に
読
添
え
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
は
、
そ
の
も
と
と
し

た
Ｃ

。
Ｄ
の
類
型
表
現
の
例
が

『続
紀
』
に
見
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
る
と
考
え

た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

【表
三
】

主  格 連体格

者 ノ 之 の ノ 之 (の ) ア 而 (て )

0 6 0 6 1

0 2 1 1 0 1 1 4 0 0

4 2 1 7 6 1

1 1 0

0 1 1 0 1 6 1 0

0 1 1 0 0 1 1 0

0 3 0 0 0

6 8 8 0 0 l

「は
」
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
万
葉
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
以
外
に
漢
文

助
字
の
用
い
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

「者
」
字
の
例
は

【表
三
】
で
は

『続
紀
』

に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
「五
国
史
」
全
体
で
は
『日
本
三
代
実
録
』

の
宣
命
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る
∩
表
四
】
参
照
）。
ま
た

「は
」
の
読
添
え
は
表

の
数
値
か
ら
は
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
八
例
は
全
て
即
位
宣
命
の

「朕
は
雖
拙
弱
」
と
い
う
表
現
の
例
で
、
用
法
と
し
て
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
即
位
宣
命
な
ど
儀
式
の
際
の
宣
命
は
先
の
文
辞
を
引
き
継
い
で
い
く
も
の

で
あ
る
た
め
、

「五
国
史
」
を
通
し
て
読
添
え
例
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

次
の

「
の
」
は
、
取
り
上
げ
た
用
例
の
う
ち
主
格
の
一
例
は

「五
国
史
」
を

通
し
て
全
て
万
葉
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。　
一
方
の
連
体
格
の
例
は
、
万
葉

仮
名
表
記
例

一
五
例

・
漢
文
助
字
表
記
例

一
〇
例
に
対
し
、
読
添
え
例
は
七
例

で
読
添
え
率
は
２．
。
９
％
と
な
っ
て
お
り
、
主
格
と
連
体
格
で
は
読
添
え
率
に

か
な
り
の
差
が
あ
る
。

万
葉
集
に
お
け
る

「
の
」
の
読
添
え
率
を
見
て
み
る
と

「
の
」
全
体
の
読
添

え
率
は
２４

・
２
％
で
あ
る
た
）
こ
れ
を
先
の

「が
」
と
同
様
に
主
格
と
連
体
格

に
分
け
て
計
算
す
る
と
、
主
格
で
は
表
記
例
九
八
九
例

・
読
添
え
例
六
八
例
と

読
添
え
率
は
６

●
４
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
連
体
格
で
は
表
記
例
三
七

一
七
例

・
読
添
え
例

一
七
〇
三
例
と
読
添
え
率
は
３．
．
４
％
に
上
っ
て
お
ぃ
く
や
は
り

連
体
格
の

「
の
」
の
読
添
え
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
、
宣
命
の
場
合
と
同
様
の

傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

最
後
の

「
て
」
は
、
万
葉
仮
名
表
記
例
三
七
例

。
漢
文
助
字
表
記
例

一
一
例

に
対
し
、
読
添
え
例
が

一
例
の
み
と
、
助
詞
の
表
記
さ
れ
る
割
合
が
か
な
り
高

い
。
こ
の

「
て
し
の
場
合
は
、
先
に
見
た
引
用
の

「と
」
と
は
異
な
り
、
上
に

来
る
動
詞
の
活
用
語
尾
か
ら
万
葉
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
例
は
な
く
、
上
の

動
詞
の
活
用
語
尾
表
記
に
ひ
か
れ
て
助
詞
が
表
記
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例

主  格 連体格
ガ ガ ヲ (を ト

レ
ｃ (に )

続 紀 8 7

)区分 1 1 2 1 1 l

)区分

③区分 7 9 6 1

後  紀 1 1 1 6 0 1 0

続  後 1 1 l 1 1 2 2 1

文  徳 1 1 1 7 1 2 1

三  代 2 1 1 4 5 3

合  計 5 7



は
な
い
。
ま
た
漢
文
助
字
の
例
は
、

「五
国
史
」
の
用
例

一
一
例
の
う
ち
七
例

ま
で
が
、
立
太
子
宣
命
の

「親
王
を
立
て
て
」
の

「立
て
て
」
の
例
で
あ
り
、

先
の

「は
」
の
読
添
え
例
と
同
様
、
こ
れ
も
先
の
宣
命
の
文
辞
を
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
後
ま
で
見
ら
れ
る
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

」ハ
　
宣
命
の
漢
文
助
字

最
後
に
宣
命
に
見
ら
れ
る
漢
文
助
字
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る
。

「五
国
史
」
宣
命
全
体
で
は
、

「よ
り
」
の

「自
」
字
な
ど
助
詞
相
当
の
も

の
だ
け
で
も
十
数
種
の
漢
文
助
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
小
稿
で
は
先
の
即

位

・
立
太
子
宣
命
で
見
ら
れ
た

「
て
。
は
。
の
。
ど
も
」
の

「而

・
者

・
之

。

雖
」
の
四
つ
の
漢
文
助
字
を
取
り
上
げ
、
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と

と
す
る
。

【表
四
】　
　
　
　
　
　
　

υ^

ま
ず
、

「
て
」
の

「而
」
字
と

「は
」

の

「者
」
字
に
つ
い
て
は
、

【表
四
】
に

示
し
た
よ
う
に
、
そ
の
用
例
の
ほ
と
ん
ど

が
『続
紀
』
の
例
で
、
中
で
も
①
区
分

（次

い
で
③
区
分
）
で
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
初
期
の
宣
命
ほ
ど

「而

。

者
」
の
漢
文
助
字
の
例
が
多
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

ま
た
「四
国
史
Ｌ
旦
命
で
は
「而

。
者
」

の
例
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、
ほ
ぼ
小
書

き
の
万
葉
仮
名
が
専
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、

「而
」
字
は
立
太
子
宣
命
で

「立
て

て
」
な
ど
に
引
き
続
き
用
い
ら
れ
、
「者
」

は
薬
子
の
変
に
際
し
て
の
宣
命
で

「薬
子
者
Ｌ
仲
成
者
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る

例
な
ど
が
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。

故
如
此
之
状
乎
聞
食
悟
司

（続
紀

。
第

一
詔
）

建
内
宿
祢
命
乃
仕
奉
淑
事
止
同
事
蠍
勅
司
治
賜

（続
紀

。
第
二
詔
）

道
康
親
王
ゴ
立
祠
皇
太
子
止
定
賜
布

（続
紀

。
第

一
〇

一
詔
）

汝
藤
原
朝
臣
乃
仕
奉
状
剖
今
期
末
不
在

（続
紀

。
第
二
詔
）

此
乃
天
豆
日
嗣
之
位
剖
大
命
ホ
坐
世
大
坐
坐
而
治
可
賜

（続
紀
。
第
三
詔
）

藤
原
朝
臣
薬
子
剖
掛
畏
柏
原
朝
廷
乃
御
時
な
（続
紀
。
第
七
〇
詔
）

又
申
久
掛
畏
支
柏
原
御
門
乃
天
朝
衿
賜
織
厚
慈
乎
蒙
載
な
天
之
日
嗣
政
者

（続
紀

。
第
七
八
詔
）

ま
た

「者
」
字
の
中
に
は
、

『続
日
本
後
紀
』
第
七
八
詔
に
万
葉
仮
名
の
よ

う
に
小
書
き
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
味
で

「者
」
字
は
漢
文
助
字
で
あ
り
な
が
ら
、

日
本
語
の
係
助
詞

「は
」
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
。

「は
」
の
平
仮
名
に

「者
」
を
字
母
と
す
る
も
の
が
あ
る

の
も
、
こ
の
万
葉
仮
名
の
よ
う
に
小
書
き
す
る
と
い
う
意
識
と
繋
が
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
天
皇
御
子
ｄ
阿
礼
坐
牟
弥
継
継
示
（続
紀

。
第

一
詔
）

此
食
国
天
下
ｄ
業
乎
日
並
知
皇
太
子
ｄ
嫡
子
今
御
宇
額
天
皇
な
授
賜
而

（続
紀

。
第
三
詔
）

又
中
納
言
藤
原
朝
臣
葛
野
麻
呂
波
悪
行
ｄ
首
藤
原
薬
子
加
姻
嬌
ｄ
中
線
礼
重

罪
有
酷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（後
紀

。
第
七
二
詔
）

＊
破
却
ｄ
事
如
本
記
成
此
毛
亦
元
礼
ｄ
事
線
　

（後
紀

。
第
七

一
詔
）

多
く
の
漢
文
助
字
が

「四
国
史
」
宣
命
で
は
用
例
数
を
減
少
さ
せ
て
い
く
中

で
、
こ
の

「之
」
字
の
み
用
例
数
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。
特
に

『日
本
三
代
実

録
』
に
用
例
数
が
多
い
の
は
、
事
件
の
記
録
的
な
要
素
の
強
い
、
応
天
門
の
変

而 者 之 主  格 連体格 雖
続 紀

①区分 2

)区分 1 6 0

)区分

後 紀 6 6 0 1

続  後 2 0 1

文  徳 1 2 8 0

二  代 4 1 1

合  計 143 232 6



に
つ
い
て
の
宣
命
や
新
羅
海
賊
に
つ
い
て
の
宣
命
で
、

「大
逆
之
罪
Ｌ
風
雨
之

事
Ｌ
兵
革
之
事
」
な
ど

「之
」
字
が
多
用
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

＊
を
付
し
た
『日
本
後
紀
』
第
七

一
詔
の
よ
う
に
、
「や
ぶ
り
す
つ
る
こ
と
」
「ゐ

や
な
き
こ
と
」
な
ど
、

「
の
」
と
訓
ま
な
い
例
に
お
い
て
も
、
連
体
の
関
係
を

示
す
助
字
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、

「之
」
字
が
他
の
助
字
に
比
べ

用
い
や
す
か
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
こ
の

「之
」
字

の
場
合
、
主
格
の
例
は
ご
く
少
数
で
あ
り
、
連
体
格
の
例
が
大
多
数
を
占
め
て

い
る
。如
此
則
在
慈
賜
止
為
而
一
等
軽
賜
而
姓
名
易
而
遠
流
罪
ホ
治
賜
都

（続
紀
。
第
一
九
詔
）

故
是
以
大
命
坐
勅
久
朕
則
拙
弱
親
王
始
而

（続
紀
。
第
四
八
詔
）

然
多
入
鹿
等
申
久
釧
言
不
納
祉
諌
争
虚
懇
至
止
申

（後
紀

。
第
七
二
詔
）

最
後
の

「雖
」
字
は

『続
紀
』
で
も
五
例
と
用
例
が
少
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

「五
国
史
」
を
通
し
て
用
例
が
見
ら
れ
る
の
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
即

位
宣
命
で
の

「朕
は
雖
拙
弱
」
と
い
う
表
現
で
用
い
ら
れ
る
た
め
で
あ
り
、
助

字
の
用
い
ら
れ
る
範
囲
と
し
て
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

漢
文
助
字
の
場
合
も

「而

・
者
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

『続
紀
』
で
は

か
な
り
用
例
が
見
ら
れ
た
の
が
、

「四
国
史
」
で
は
連
体
格
の

「之
」
字
を
除

き
用
例
が
減
少
し
、
用
法
も
限
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、

助
詞
の
読
添
え
例
の
多
い

『続
紀
』
の
中
で
、
②
区
分
の
み
読
添
え
例
が
少
な

い
こ
と
は
先
に
第
四
節
で
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
漢
文
助
字
の
場
合
も
②
区
分

の
み
用
例
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
淳
仁

・
称
徳
期
の
宣
命
の
場

合
、
助
詞
の
多
く
が
万
葉
仮
名
で
小
書
き
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

七
　
ま

以
上
、
宣
命
の
助
詞
表
示
に
つ
い
て
見
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、

一
、
小
稿
で
取
り
上
げ
た
助
詞
は
、
連
体
格
の

「が
」
を
除
き
、
い
ず
れ
の

助
詞
も
続
日
本
紀
宣
命
に
比
べ

『日
本
後
紀
』
以
下
の

「四
国
史
」
宣
命

の
方
が
万
葉
仮
名
表
記
さ
れ
て
い
る
割
合
が
か
な
り
高
く
、

「四
国
史
」

宣
命
で
は
助
詞
の
読
添
え
例
は
ご
く
少
数
に
過
ぎ
な
い
。

二
、

『続
紀
』
の
①

。
③
区
分
で
は

「を
」
を
除
き

「が

（主
格

・
連
体
格
）

。
と
」
で
万
葉
仮
名
表
記
例
よ
り
読
添
え
例
の
方
が
多
い
の
に
対
し
、
②

区
分
の
淳
仁

・
称
徳
期
の
宣
命
で
は
、
い
ず
れ
の
助
詞
も
万
葉
仮
名
表
記

例
が
多
く
∩
表
二
し
、漢
文
助
字
の
使
用
も
少
な
い
⌒
表
四
じ
。
こ
の
時

期
の
宣
命
は

『続
紀
』
の
中
で
も
特
殊
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
か

ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
助
詞
表
示
の
あ
り
方
に
お
い
て
も
、
万

葉
仮
名
で
小
書
き
す
る
例
が
多
く
を
占
め
、

『続
紀
』
の
他
の
時
期
の
宣

命
と
は
異
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

三
、

「四
国
史
」
宣
命
に
お
い
て
は
、
多
く
の
助
詞
が
万
葉
仮
名
で
小
書
き

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
読
添
え
例
や
漢
文
助
字
表
記
例
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な

く
な
る
。
そ
の
中
で
例
外
的
に
用
例
の
見
ら
れ
る
の
は
、
連
体
格
の
「が
」

の
読
添
え
と
漢
文
助
字
の

「之
」
字
で
あ
り
、
こ
の
両
者
は
連
体
の
関
係

を
示
す
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

と
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

ま
た
、
宣
命
と
万
葉
集
の
助
詞
の
読
添
え
率
を
比
較
し
て
み
る
と
、
『続
紀
』

か
ら
万
葉
仮
名
表
記
例

。
読
添
え
例
と
も
に
あ
る
程
度
の
用
例
数
の
見
ら
れ
る

「を
Ｌ
と
」
な
ど
の
助
詞
で
は
、

「五
国
史
」
宣
命
全
体
や
続
日
本
紀
宣
命
で

は
万
葉
集
に
比
べ
読
添
え
率
が
高
く
、

「四
国
史
」
宣
命
で
は
万
葉
集
よ
り
低



く
な

っ
て
い
る
。
宣
命
小
書
体
は
、
そ
れ
自
体
が
助
詞

・
助
動
詞
と
い
う
日
本

語

の
辞

の
部
分
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
宣
命
小
書
体
と
い
う
表
記
法
が
安

定
し
た
も
の
と
な

っ
た

「
四
国
史
」
宣
命
で
、
万
葉
集
よ
り
厳
密
な
助
詞
表
記

が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
当
然

の
こ
と
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
日
本
語

の
語
順
に
従

い
、
付
属
語
や
用
言
の
活
用

語
尾
を
小
書
き
の
万
葉
仮
名
で
記
す
宣
命
小
書
体

に
お
い
て
も
、
続
日
本
紀
宣

命
で
は
助
詞

の
読
添
え
例
や
漢
文
助
字
表
記

の
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が

「
四
国
史
」
宣
命

に
な
る
と
、
連
体
格

の
「
が
」
の
読
添
え
や
漢
文
助
字

の
「之
」

字
と
い
っ
た
連
体

の
関
係
を
示
す
も
の
を
除
き
、
見
ら
れ
な

い
傾
向
が
強
く
な

り
、
助
詞
の
多
く
が
小
書
き
の
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
宣
命
が

後

の
も
の
ほ
ど
助
詞
を
万
葉
仮
名
で
小
書
き
す
る
よ
う
に
な
る
の
に
従

っ
て
用

例
数
を
減
少
さ
せ
て
い
く
と
い
う
点
で
は
、
助
詞

の
読
添
え
例
も
漢
文
助
字
表

記
の
例
も
、
と
も
に
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注（１
）

六
国
史
の
中
か
ら

■日
本
書
紀
」
を
除
い
た

『続
日
本
紀
」
以
下
の
五
つ
の
国

史
を

「五
国
史
」
と
称
し
、
さ
ら
に

「続
日
本
紀
」
を
除
い
た

『日
本
後
紀
彗
以

下
の
四
つ
の
国
史
を

「四
国
史
」
と
称
す
る
こ
と
が
あ
り
、
小
稿
で
も
そ
れ
ぞ
れ

の
国
史
の
総
称
と
し
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（２
）

『講
座
国
語
史
第
四
巻
　
文
法
史
「
第
二
章
　
古
代
の
文
法
Ｉ
只
昭
五
七
、
大

修
館
書
店
）

（３
）

例
え
ば
、
現
在
続
日
本
紀
宣
命
の
校
本
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
、
北
川
和
秀

氏
編

『続
日
本
紀
宣
命
　
校
本

・
総
索
引
只
昭
五
七
、
吉
川
弘
文
館
）
の
訓
読
文

に
よ
り
、
助
詞

「て
」
の
用
例
を
数
え
て
み
る
と
、
表
記
例
六
二
三
例
。
読
添
え

例
九
二
例
と
読
添
え
率
は
１３
・
０
％

（
「て
」
の
読
添
え
例
の
大
多
数
を
占
め
る
「是

以
て
」
を
除
く
と
読
添
え
率
は
６
・
１
％
）
と
訓
読
文
に
よ
っ
て
読
添
え
率
の
数

値
は
異
な
る
。

（４
）

長
尾
勇
氏
員
続
紀
宣
命
」
に
つ
い
て
の
研
究
―
か
な
の
用
字
法
を
中
心
と
し
て

―
」
■
日
本
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』

一
、
昭
二
六
）、小
谷
博
泰
氏

『木
簡
と
宣
命

の
国
語
学
的
研
究
矢
昭
六
二
、
和
泉
書
院
）
な
ど
。

（５
）

こ
の
淳
仁

・
称
徳
期
の
宣
命
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
孝
謙
天
皇
の
時
期
の
も
の

ま
で
を
含
め
て
考
え
る
説
も
あ
る
が
、
小
稿
に
お
い
て
は
、
沖
森
卓
也
氏
が

「続

日
本
紀
宣
命
の
表
記
と
文
体
―
称
徳
期
に
つ
い
て
―
」
（松
村
明
教
授
還
暦
記
念

「国

語
学
と
国
語
史
』
昭
五
二
、
明
治
書
院
）
で
示
さ
れ
た
区
分
に
よ
っ
て
い
る
。

（６
）

助
詞
を
読
み
添
え
る
べ
き
箇
所
は
、

（　
）
に
括

っ
て
そ
の
助
詞
を
示
す
。
以

下
同
。

（７
）

「が
」
の
読
添
え
例
が
あ
る
の
は

『日
本
三
代
実
録
彗
第

一
五
二
詔
、

「と
」

の
読
添
え
例
が
あ
る
の
は

■日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
第

一
二
八
詔
で
あ
る
。

（８
）

表
の
二
段
目
の
片
仮
名
は
万
葉
仮
名
表
記
の
例
を
、

（　
）
に
括

っ
た
平
仮
名

は
読
添
え
例
を
示
し
て
い
る
。

【表
三
】
も
同
じ
。

（９
）
　

「読
添
へ
る
助
詞
と
読
添
へ
ぬ
助
詞
只
「山
辺
道
」

一
〇
、
昭
三
九
）

（１０
）
　

「萬
葉
集
讀
添
訓
の
研
究

（二
ご
３
天
理
大
学
学
報
」
二
二
、
昭
三

一
）

（Ｈ
）
　

「萬
葉
」
第

一
六
号
、
昭
三

一

（‐２
）

昭
四
九
、
平
凡
社

（‐３
）

，，
」
で
は
主
格
の

「が
」
と
連
体
格
の

「
が
し
の
み
を
取
り
上
げ
、

『万
葉
集

総
索
引
」
に
お
い
て

「鐙
言
に
属
し
て
、
其
が
補
助
成
分
た
る
こ
と
を
示
す
も
の
し

に
分
類
さ
れ
て
い
る

「～
が
随
に
Ｌ
～
が
如
し
」
な
ど
の

「が
」
は
用
例
に
含
ん

で
い
な
い
。
そ
の
た
め
注
９
論
文
で
の

「が
」
の
用
例
数
と
は

一
致
し
て
い
な
い
。

（・４
）

注
９
論
文

（・５
）
　

「を
」
格
に
つ
い
て
は
以
前
に

「五
国
史
」
宣
命
全
体
で
の
読
添
え
率
を
調
査

し
た
こ
と
が
あ
る

（拙
稿

「宣
命
の
「を
し格
表
示
」、
「待
兼
山
諭
叢
」
三
〇
、
文

学
篇
、
平
八

・
一
二
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「五
国
史
」全
体
の
読
添
え
率
は
■
・
５

％
、
「四
国
史
」
の
み
で
は
４

・
８
％
η
続
紀
」
の
み
の
読
添
え
率
は
２０

。
４
％
）

と
今
回
の
類
型
表
現
に
お
け
る
読
添
え
率
と
傾
向
と
し
て
は
一
致
し
て
い
る
。

（・６
）

注
９
論
文

（‐７
）

注
９
論
文

（・８
）

立
太
子
の
宣
命
に
は
、
小
稿
で
取
り
上
げ
た
定
型
的
な
も
の
の
他
に
、　
一
例
の

み
で
は
あ
る
が
そ
れ
ら
と
は
文
辞
の
異
な
る
白
壁
王
の
立
太
子
の
宣
命

（『続
紀
』

第
四
七
詔
）
が
存
す
る
。
こ
の
宣
命
は
称
徳
天
皇
が
皇
太
子
を
定
め
ず
に
崩
御
し

た
と
い
う
特
殊
な
状
況
下
で
の
宣
命
で
、
他
の
立
太
子
の
宣
命
と
は
全
く
文
辞
が

異
な
る
た
め
、
考
察
の
対
象
に
入
れ
て
い
な
い
。

（・９
）
　

「朝
野
群
載
」
巻
第
十
二
に
収
め
ら
れ
た
立
太
子
の
宣
命
例
文
は
、

『続
日
本

後
紀
」
第
七
七
詔
と
同
様

「某
親
王
を
皇
太
子
と
定
賜
ふ
」
と
な
っ
て
お
り
、
後

に
ど
ち
ら
の
文
辞
が
定
型
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
疑
間
が
残
る
。



（２０
）

即
位
宣
命
は

「続
紀
」
に
は
七
例
存
す
る
が
、
第

一
上
二
・
五

。
一
四
詔
の
四

例
は
後
の
定
型
的
な
即
位
宣
命
と
は
文
辞
が
異
な
る
た
め
、
考
察
対
象
に
入
れ
て

い
な
い
。

（２‐
）

主
格
の

「が
」
は
厳
密
に
は

『続
紀
」

・
『日
本
後
紀
』
で
読
添
え
例
が
多
く
、

『続
日
本
後
紀
」
以
下
の
二
つ
の
国
史
で
読
添
え
例
が
多
く
、

「日
本
後
紀
」
と

『続
日
本
後
紀
」
の
間
で
変
化
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

「を

ｏ
と
」
と
括

っ

て
こ
の
よ
う
に
し
た
。

（２２
）

注
９
論
文

（２３
）

，ヽ
こ
で
は
主
格
の

「
の
」
と
連
体
格
の

「
の
」
の
み
を
取
り
上
げ
、
枕
詞
や
序

詞
の
末
尾
の

「
の
」
な
ど
は
用
例
に
含
ん
で
い
な
い
た
め
、
注
９
論
文
で
の

「
の
し

の
用
例
数
と
は

一
致
し
て
い
な
い
。

（２４
）
　

「従
者
」
な
ど
の
熟
語
の
例
や
接
続
詞

「而
ホ
」
な
ど
日
本
語
の
助
詞
に
相
当
し

な
い
例
は
含
め
て
い
な
い
。
ま
た
、

「而
」
字
の
例
の
中
に
は

「不
被
告
而
」
と

接
続
詞

「ど
も
」
の
例
が

一
例
、

「者
」
字
の
例
の
中
に
は

「坐
者
Ｌ
辞
啓
者
」

な
ど
接
続
助
詞

「ば
」
の
例
が

一
四
例

「を
ば
」
の
例
が
二
例
、

「之
」
字
の
例

の
中
に
は

「皇
之
Ｌ
朕
之
」
な
ど
格
助
詞

「
が
し
の
例
が
四
例
あ
る
が
、
こ
れ
ら

も
表
に
は
含
め
て
い
な
い
。

（２５
）
　

「者
」
を
万
葉
仮
名
の
よ
う
に
小
書
き
す
る
例
は
、
こ
の
例
の
他

『朝
野
群
載
」

巻
第
十
二
の

「正
月
元
日
」
の
宣
命
例
文
に
も

「又
時
毛
寒
久
雪
降
留
ホ
依
天
御
被
賜

者
久
止
宣
」
と
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
　
北
川
和
秀
氏
編

『続
日
本
紀
宣
命
　
校
本

・
総
索
引
し
、
『噺
嗣
国
史
大
系
」

【付
記
】
本
稿
は
、
平
成
八
年
度
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
。
席
上
及
び
そ
の
後
ご
教
示
を
賜
っ
た
大
鹿
薫
久
先
生
、
高
山
善
行
先
生
、

米
谷
隆
史
氏
、
是
沢
範
三
氏
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―




